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《令和７年度 現場技術業務等実務者研修》



１．九州地方整備局の道路管理

２．道路災害への対応

３．最近の道路管理に関する話題等
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国道の維持管理
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（修繕）

国道の維持管理



○道路は、人や地域を相互につなぎ、人・モノ・情報の移動を支援する機能をもっており、
日本には、約123万kmの道路と道路を形成する道路施設（橋梁等）が存在。

○高速自動車国道と直轄国道は、道路延長割合が低いですが、全交通量の約３割を分担
しており、国民のくらしや経済を支える重要な路線である。

高速自動車国道：令和7年4月1日時点、その他：道路統計年報2024より（R5.3.31現在）
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九州地方整備局の道路管理
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（令和7年9月16日規制解除）

令和7年4月1日現在
※施設数については概数

◆直轄管理延長 約2,388ｋｍ
 うち自専道    約390ｋｍ

 ※全国の直轄管理延長 約23,500ｋｍ
◆橋梁 約4,500橋
◆トンネル 約160箇所
◆道路照明施設  約58,000基
◆道路情報板     約890基
◆事前通行規制区間 10箇所          ※１区間解除（R7年度）

◆特殊通行規制区間  5箇所

＜組織構成＞
※改築事務所及び改築出張所を含む
◆事務所数 14事務所
◆出張所数 31出張所
◆九州技術事務所
◆九州道路メンテナンスセンター
◆高規格道路管理センター



建設５０年以上経過する社会資本の割合
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Ⅰ 基本方針
１．道路維持管理の現状
２．今後の道路維持管理の課題
３．令和７年度以降の道路維持管理
４．九州地方整備局管内の道路施設

Ⅱ 令和７年度の実施方針
１．道路維持管理の目的
２．適用の範囲
３．道路巡回
４．道路清掃
５．除草
６．剪定
７．除雪
８．施設点検
９．照明施設の維持
１０．構造物点検
１１．橋梁補修･耐震補強
１２．トンネル補修
１３．舗装補修
１４．防災対策
１５．直轄高速道路の維持管理
１６．ICT・AI等の新技術活用
１７．その他（情報ツールの紹介）

九州地方整備局の道路管理
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九州地方の地域条件（気候、地形など）を踏まえながら、安全・安心な道路環
境の確保を最優先に実施するとともに、地域からの意見等の把握や維持管理に
関するデータの収集・分析を行い、更には、ICT・AI等の新技術を活用することで、
より効率的な維持管理を目指す。

●計画的な維持管理により高齢化する道路構造物の長寿命化
 及び 法面等の防災対策を実施する

●地域状況に応じた維持管理計画を設定する

●執行管理体制のあり方
 →PDCAサイクルで効率の検証、計画の見直し等の業務改善を行う

●専門委員会等の活用
 →道路管理技術向上検討会等を活用し、
各県道路メンテナンス会議等によりPDCAサイクルの支援を行う

▼基本方針

九州地方整備局の道路管理
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九州地方整備局の道路管理

●道路全般に関わるご意見・ご提案・ご相談についての窓口

ＴＥＬ：０９２－６７２－５６１４
ＦＡＸ：０９２－４７６－３５１４

○道路利用者からの通報、相談等に対し２４時間体制で受け付けるため「道の相談室」「道路緊急ダイ
ヤル」などのを設置。
○国民の声をワンストップで聞き速やかな対応を行うとともに、道路行政施策に反映させていくことを目指し
ている。



１．九州地方整備局の道路管理

２．道路災害への対応

３．最近の道路管理に関する話題等
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宮崎層群の地すべり

シラス台地の地すべり

北松型(長崎県西部)の地すべり

熊本地震 布田川断層

○ 九州地方は、有明海沿岸の軟弱地盤や北西部の地滑り地帯、南部にはシラスの特殊土壌が広く分布し、
また火山や活断層が点在。

雲仙岳
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九州の特殊な地形地質

桜島の火山
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▲桜島噴火 2020年8月9日 気象庁撮影

■活発な火山活動

※出典：気象庁HP

九州地方における噴火警戒レベル２以上の火山
〔令和７年１１月１４日現在〕

※参考  レベル５（避難）
レベル４（避難準備）
レベル３（入山規制）
レベル２（火口周辺規制）

さくらじま

桜 島  【レベル３（入山規制）】
きりしまやましんもえだけ

霧島山（新燃岳）【レベル２（火口周辺規制）】
すわのせじま

諏訪之瀬島 【レベル２（火口周辺規制】
さつまいおうじま

薩摩硫黄島 【レベル２（火口周辺規制）】

九州の多様な災害リスク＜台風・豪雨・火山活動＞
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■地域別台風上陸回数（H13.01～R07.11）

※出典：気象庁HP
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■日本は、大地震(マグニチュード6.0以上)の発生回数が全世界の約２割を占めて おり

世界でも有数の地震常襲国。

近年は、H23.3東北地方太平洋沖地震、H28.4熊本地震，R6.1能登半島地震が発生

出典 ： ・近年の大規模地震については、気象庁発表値
・今後３０年以内の大規模地震の発生確率・規模については、
地震調査研究推進本部発表資料 (2011年1月11日現在）に加筆

近年の大規模地震

３０年以内の大規模地震

（特に発生確率の高いもの）

３０年以内の大規模地震

Ｈ２１．８ 駿河湾を震源とする地震 （Ｍ６．５）

Ｈ２２．２ チリ中部沿岸の地震（Ｍ８．８）
＊翌日太平洋側の各県において
津波警報が発表

Ｈ１６．１０ 新潟県中越地震 （Ｍ６．８）

Ｈ１９．７ 新潟県中越沖地震 （Ｍ６．８）

Ｈ１９．３ 能登半島地震 （Ｍ６．９）

Ｈ７．１ 兵庫県南部地震 （Ｍ７．３）

Ｈ１７．３ 福岡県西方沖地震 （Ｍ７．０）

安芸灘～豊後水道
（Ｍ６．７～７．４） ４０％

南海（Ｍ８．４） ６０％

東南海（Ｍ８．１） ７０％

南関東直下（Ｍ６．７～７．２） ７０％

東海（Ｍ８．０） ８７％

根室沖（Ｍ７．９） ４０％～５０％

宮城県沖（Ｍ７．５） ９９％

最近の大規模地震と津波及び今後３０年以内の発生が予想される大規模地震
Ｈ１５．９ 十勝沖地震 （Ｍ８．０）

Ｈ２０．６ 岩手・宮城内陸地震 （Ｍ７．２）

Ｈ２０．７ 岩手県沿岸北部地震 （Ｍ６．８）

Ｈ１５．７ 宮城県北部地震 （Ｍ６．４）

Ｈ２３．３ 東北地方太平洋沖地震 （Ｍ９．０）

三陸沖～房総沖（津波型） （Ｍ８．２） ２０％Ｈ２８．４ 熊本地震 （Ｍ７．３）

Ｒ６．１ 能登半島地震 （Ｍ７．６）

14

九州の多様な災害リスク＜地震・津波＞



カムチャツカ半島沖の地震による被災状況
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○主な幹線道路（高速、有料、直轄）の被災による通行止めはなかったものの、事前規制等による通行止めは全国
で２８路線９７区間にも及んだ。
○直轄国道の津波浸水範囲については、道路情報板において津波情報を表示し、道路利用者へ情報提供を図った。



カムチャツカ半島沖の地震（緊急避難路の活用）
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6月20日からの大雨による被災（国道226号 鹿児島市喜入）

6/21 5:30頃に鹿児島県鹿児島市喜入にて、斜面崩壊に 
よる土砂流入が発生。車両２台が巻き込まれる。人的
被害はなし。6/21 5:30～6/22 3:00全面通行止め。

【時系列】
6/21 05:30 土砂流入発生（物損車両２台）規制開始
6/21 08:00 JR立会
6/21 10:30 応急復旧工事着手

（土砂撤去・大型土嚢201袋、側溝清掃等）
6/22 03:00 通行止め解除

きいれ 位置図

現況

被災状況①

被災状況②

応急復旧作業① 応急復旧作業②

降雨状況

至 指宿市

至 鹿児島市

至 指宿市

至 鹿児島市

至 

指
宿
市

至 

鹿
児
島
市

5:30斜面崩壊
連続雨量：366mm

連続雨量：410mm
時間最大：36mm
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災害時のＪＲとの連携

○鹿児島市喜入の被災では、国道226号に並行するJR指宿枕崎線も被災。
○被災後速やかにJRと現地立会を行い、早期解放に向け、連携して土砂撤去を実施。

JR指宿枕崎線

国道226号

国道226号

JR指宿枕崎線

JR指宿枕崎線

国道226号

【連携事項】
・テックドクターの現地調査を鹿国とJRと合同で実施し、国道、JRに対して対策
の助言を受ける
・JR上の崩落部分の地権者調査を鹿国にて、鹿児島市と協力して実施（調
査結果はJRに提供）
・崩落頂部の地権者2名に、鹿国が果樹木(数十本)の伐採とブルーシート養
生について了解を得る
・鹿国で、頂部の対策実施(伐採した果樹木の補償は今後鹿国で実施)
・線路部の土砂撤去はJRが実施するが、JRの復旧を支援するためJR下の国道
側に落とし、その土砂は国道側で他の土砂と一緒に撤去することで調整

後日、JR九州工務部工事課長より連携についてお礼
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○発生日時 ：令和７年８月８日（金） ７時１６分発生確認
○２４時間連続雨量：454mm、時間最大雨量：91m/h
○被災・被害：物損 被害なし、人身 なし
○被害規模：延長約３０ｍ、路肩崩壊約７０m3
○応急復旧：大型土のう １５０袋設置、単粒度砕石投入 等

  令和７年８月８日（金） ７時４５分全面通行止め開始  → ８月１３日（水） １０時００分全面通行止め解除

◆位置図

８月７日からの大雨災害 国道１０号 鹿児島県霧島市隼人町野久美田）

◆平面図 ◆断面図

写真①（被災直後） 写真②（被災直後） 写真③（応急復旧完了）

至 鹿児島市

至 都城市

至 都城市 至 都城市

至 鹿児島市

至 鹿児島市
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網掛川

A1橋台

至 宮崎

至 鹿児島

被災想定範囲

○発生日時    ： 令和７年８月８日（金） ８時１５分発生・全面通行止め
○２４時間連続雨量：４５５mm、時間最大雨量：9１mm/h
○被災・被害 ： 物損 被害なし、人身 なし
○被害規模   ： 延長約１００ｍ
○応急復旧   ： 大型土のう・袋詰玉石設置（A１橋台背面吸出し部、P１橋脚洗掘部）、砕石投入（A１橋台背面吸出し部）

令和７年８月８日（金） ８時１５分全面通行止め開始

◆位置図

被災箇所

加治木雨量観測所

被災箇所

至 都城市

至 鹿児島市

隼人西IC

加治木IC

加治木JCT

溝辺鹿児島空港IC

◆側面図

◆平面図

隼人東IC

至 鹿児島市至 都城市

Ａ２

Ａ１
Ｐ１

Ｐ２

洗掘範囲

◆写真①（ A１橋台上流側吸出し部） ◆写真②（A１橋台下流側護岸損傷）

８月７日からの大雨災害 国道１０号 網掛橋
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○発生日時 ：令和７年８月８日（金） ５時４０分発生・全面通行止め開始 ○２４時間連続雨量：437mm、時間最大雨量：91m/h

○被災・被害：物損 被害なし、人身 なし

○被害規模：延長約１５ｍ、高さ約８０m、土砂流入約６０m３

○応急復旧：大型土のう設置、仮設防護柵設置 等

  令和７年８月１３日（水） １０時００分 片側交互通行へ移行

◆位置図

８月７日からの大雨災害 国道１０号 鹿児島県姶良市加治木町日木山

◆平面図 ◆断面図

写真①（被災直後） 写真②（被災直後） 写真③（応急復旧完了）

至 都城市

至 都城市

至 鹿児島市

至 鹿児島市

大型土嚢設置
H鋼・矢板設置
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８月７日からの大雨対応 E78東九州自動車道の無料措置

○代替路の指定方法（告示第５号）
災害により主要⼀般道が被災し、う回路として⾼速道路を利⽤せざるを得ない場合に、被災した

道路管理者の要請を受け、会社が区間と時間を定めて実施（全⾞両が無料）
○日時：8月１１日（月）１９：００～
○代替指定路のうち無料措置区間

東九州自動車道（隼人道路） 隼人東IC～（隼人西IC）～加治木IC間
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昨冬の高速道路及び直轄国道の通行止め

高速道路 黒色の区間を通行止め ／ 直轄国道 大雪・路面凍結で６路線を通行止め

国道201号八木山BP 福岡県飯塚市 1/24 4:30

国道57号滝室坂 熊本県阿蘇市 1/24 09:11

通行止め直前の状況
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道路利用者への情報提供
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2月5日 KBC九州朝日放送「アサデス。」及び
RKB毎日放送「タダイマ！」で整備局防災室
より生中継（通行止め情報や行動計画の変更、
不要不急の外出を控える等を呼びかけ）

■マスメディアを活用した呼びかけ

2月3日マスコミ向けに福岡
管区気象台と合同で「気象説
明会」を開催。過去の大雪時
の事例を示し、不要不急の外
出を控える等を呼びかけ



道路利用者への情報提供
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2/3 11:00 大雪に関する緊急発表を実施
14:00 マスコミ向けに気象説明を実施

▲ 2/4大雪警報発表後、カーナビに
注意喚起をポップアップ表示

▲Xに除雪作業状況を投稿
[有明海沿岸国道事務所の例]



１．九州地方整備局の道路管理

２．道路災害への対応

３．最近の道路管理に関する話題等
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令和３年度、東北地整管内で地方自治体が占用申請をした下水道工事について、補正の継続により
当該下水道の占用手続きに長期間を要し、結果として地方自治体による下水道工事契約を解除せざ
るを得なくなった事案が発生した。

地方自治体と工事業者間での工事契約解除の結果、地方自治体は工事業者へ損害賠償を行うこと
になった。

⇒補正指示を繰り返した道路管理者側においても反省すべき点ありとされた。

申請者の知識や申請能力を把握し
相手方に寄り添う形で補正指導を行うこと。

留意点

○申請前には十分な事前相談の機会を設け、制度をよく理解させたうえで申請書類の作成を行わせる
よう留意すること。

○補正指導を通じて、申請者の能力を把握し丁寧な指導を行うこと。

○窓口である出張所と事務所の連携を密にし、同様な事案の共有、審査の体制を充実させること。

補正期間は標準処理期間から除外されるものではあるが、指導結果が適正に反映されず、結果的に補正指導が
繰り返されることで、審査において不測の期間を要することがないように注意。

審査自体の適正化もさることながら、審査期間が長期化した場合のリスクをヘッジするための仕組みとして、進捗管
理表等の有効活用と情報共有化によって、長期化した事案を組織的に気づき、善後策を講じられるように対応。

＊関連記事
https://xtech.nikkei.com/atcl/nxt/column/18/00142/01244/

27

許認可審査における適切な補正指導
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地下施設の老朽化
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埼玉県八潮市での下水道管路の破損に起因した道路陥没
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福岡県福岡市での下水道工事に起因した道路陥没

■発 生 日  ：令和７年６月１０日（火）

■発生場所 ：福岡県福岡市中央区今泉２丁目（国道２０２号線 ※直轄管理）

■工事概要  ：雨水管の新設工事

■陥没内容 ：道路陥没（国道202号の歩道及び車道の一部）

（原因については調査中）

※敷設中の新しい雨水管の隙間から土砂が流出した可能性あり

■第三者損害：なし

■報 道 ：あり（NHK、TNC他）

■交通規制 ：6/10(火) 午前10：43 規制開始（全面通行止め）

6/11(水) 午前 6：53 規制解除

■復旧方法 ：路面下空洞調査、陥没部には流動化処理土を活用し復旧

  

【施工状況図】

新設雨水管

（取付管）
流出位置

（想定）

【陥没状況写真（R7.6.10）】【平面図】【位置図】

陥没箇所

取付管位置



ＤＸ出張所（福岡維持出張所）

現在のシステム開発状況

〇福岡国道事務所では、さまざまな道路・交通障害を自動検知するためAI等を活用したシステム開発を行っている。
〇モデルとして福岡維持出張所（DX出張所）で実施中。
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○震度６以上の強い揺れが九州全市町村の２５％（宮崎県１００％、大分県８３％、鹿児島県３３％）

○想定されている津波は、鹿児島県串間市の最大高さ１７ⅿをはじめ東沿岸地域では１０ⅿ越が広範囲

にわたり到達する

出典：NHK

震度階級
７

６ 強
６ 弱
５ 強
５ 弱
４

鉄 道
高速道路
一般国道
国際拠点港
重要港湾
空 港

▼九州の被害想定▼南海トラフ巨大地震時の被害想定（地震・津波）

南海トラフ巨大地震（想定される地震・津波）
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長崎
自動車道

大分
自動車道

東九州
自動車道

九州
自動車道

国道57号

東九州自動車道

国道218号

国道222号

宮崎
自動車道

大隅縦貫道
(主)志布志

福山線

宮崎市

16m

【18分】

延岡市
14m

【18分】

佐伯市
15m

【18分】

肝付町
10m

【28分】

大分市
9m

【47分】

串間市
17m

【18分】

日向市
15m

【18分】

南大隅町
７m

【39分】
赤字 ： 最大津波高さ

【青字】 ： 津波高１ｍの最短到達時間

• 南海トラフ地震における道路啓開について関係機関の連携・協力により、強力かつ着実に
推進していくことを目的に『九州道路啓開等協議会』を平成27年10月に設置。

• 協議会は、各道路管理者(九州地方整備局、各県、各政令市、西日本高速道路㈱、  福岡北
九州高速道路公社)及び各関係機関（九州管区警察局、各県警、九州防衛局、陸上自衛隊西
部方面総監部、九州電力㈱、NTT西日本㈱九州事業本部、㈱NTTドコモ九州支社、(一
社)JAF九州本部、各県建設業協会)により構成。

• 平成27年10月の第1回協議会以降、3回の幹事会及び平成28年3月に第2回の協議会を開催
し、平成28年3月25日に九州道路啓開計画を策定。

～検討経緯～

• 九州では南海トラフ地震の発生により九州東側沿岸を中心に津波被災をはじめとする甚
大な被害が危惧。

「九州道路啓開計画(初版)」
• 「南海トラフ地震における具体的な応急対策活動に関する計画」に示された緊急輸送
ルートについて、道路啓開調査(緊急点検)、道路啓開作業の実施者及びタイムライン、
人員・資機材等の体制構築、被災情報の把握・情報集約等を定め、より実行可能な計画
として策定。

＜九州東進作戦＞

• 南海トラフ地震発生の際、九州地方において震度６強以上の震度が観測された場合、
又は大津波警報が発表された場合、全国及び九州各地からアクセスが可能となるよう、
高速道路、国道、県道等を活用し、九州東側沿岸に向けて一斉に出動し、道路啓開を
実施。

• 各道路管理者、関係機関が連携・協力のもと情報を共有し、緊急輸送ルートを緊急通
行車両走行のため、最低１車線を確保することで、より短時間で啓開。

• 道路啓開がその後の消火活動や救命・救助活動、緊急物資の輸送等を支えることより、
人命救助の72時間の壁を意識した具体計画に基づき、タイムラインに応じて、発災後、
24時間以内に広域移動ルート、拠点接続ルートの概ねの道路啓開、72時間以内に被
災地内ルートの概ねの道路啓開を完了することを目標。

計画の概要
＜計画の背景・目的＞

防災拠点
防災拠点 施設数

広域進出拠点 ３箇所：古賀SA（下り）他２箇所
進出拠点 ９箇所：霧島SA（下り）他８箇所
救助活動拠点 １３箇所：福岡空港 他１２箇所
航空搬送拠点 ９箇所：福岡空港 他８箇所
広域物資輸送拠点 ８箇所：県産業展示場（グランメッセ熊本）他７箇所
海上輸送拠点 １１箇所：別府港 他１０箇所

製油所・油槽所 ２０箇所：東西オイルターミナル北九州油槽所 他１９箇
所

活動拠点 ３１箇所：大分県（県庁及び市町村役場）、宮崎県（県庁
及び市町村役場）、鹿児島県（市町村役場）

九州東進作戦・南海トラフ巨大地震発生時の被害想定〈揺れ・津波〉

九州道路啓開計画（九州東進作戦）の概要



Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

ご清聴ありがとうございました


	最近の道路管理に関する話題について
	スライド番号 2
	スライド番号 3
	スライド番号 4
	スライド番号 5
	九州地方整備局の道路管理
	スライド番号 7
	スライド番号 8
	スライド番号 9
	スライド番号 10
	スライド番号 11
	スライド番号 12
	スライド番号 13
	スライド番号 14
	カムチャツカ半島沖の地震による被災状況
	カムチャツカ半島沖の地震（緊急避難路の活用）
	6月20日からの大雨による被災（国道226号 鹿児島市喜入）
	災害時のＪＲとの連携
	スライド番号 19
	スライド番号 20
	スライド番号 21
	８月７日からの大雨対応　　E78東九州自動車道の無料措置
	昨冬の高速道路及び直轄国道の通行止め
	道路利用者への情報提供
	道路利用者への情報提供
	スライド番号 26
	スライド番号 27
	スライド番号 28
	スライド番号 29
	スライド番号 30
	スライド番号 31
	スライド番号 32
	スライド番号 33
	ご清聴ありがとうございました

